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Ａ． 研究目的 

我々はこれまでに頚椎後縦靭帯骨化

（OPLL）の約半数の症例に胸椎および腰椎

で OPLL 骨化巣が認められることを報告し

た。OPLL では全身の骨化傾向があり、黄色

靭帯骨化（OLF）が合併していることが知ら

れている。本研究は１）Multidetector CT

を用いて頚椎OPLL患者におけるOLF合併の

頻度を調査すること、２）頚椎 OPLL および

OLF における骨化巣の特徴を検討すること

を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

頚椎OPLL患者で当院を受診した178例を

対象とした。男性 108 例、女性 70 例、平均

年齢は 67 歳（36～82 歳）であった。頚椎

単純レントゲン側面像により、OPLL の骨化

巣を連続型、分節型、混合型、その他型に

分類した。また全例 CT にて全脊椎の OPLL

および OLF の骨化巣を評価し、頚椎、胸椎、

腰椎における骨化巣の有無を検討した。CT

の評価は 3 人の検者が行い、一致率を分析

した。そこで頚椎OPLLとOLFの合併の頻度、

その存在部位、OLF と頚椎 OPLL 骨化巣の関

連を調べた。この際、頚椎 OPLL の椎体およ

び椎間板レベルごとの骨化巣を合算した値

を Ossification index (OS index) とし、

骨化傾向の指標とした。 

（倫理面の配慮）本研究は日常診療の一環

で行われたものである。当大学の倫理委員

会にて承認を受けている。CT 撮像による放

射線被ばくの問題はあるが、全員より研究

目的を説明した上で撮像の許可を頂いてい

る。 

Ｃ．研究結果 

単純 X-P における頚椎 OPLL タイプは、連
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続型 40 例、分節型 5 例、混合型 78 例、そ

の他型 3例であった。全脊椎の OPLL 骨化巣

評価の検者間の一致率は 81.5％であった。

OPLL の最も多かったレベルは C5 であり、

OLF は上位と下位胸椎に多かった。17 人

（9.6%）で同じレベルに OPLL と OLF が認め

られた。178 例中 115 例（64.6％）が脊椎

のいずれかのレベルで OLF を合併していた

（OLF 合併群）。OLF 合併群と非合併群の比

較では年齢、性、に有意な差は認められな

かった。OLF 合併群での頚椎 OPLL のタイプ

は連続型28例、分節型33例、混合型52例、

その他型 2 例であり、非合併群では連続型

12 例、分節型 24 例、混合型 26 例、その他

型 1例であり、OLF 合併例で頚椎 OPLL タイ

プの差はなかった（p=0.61）。また OLF 合併

例の OS index は 9.1±6.6、非合併例は 7.9

±5.2 であり、OLF 合併群と非合併群の OS 

index に差はなかった（p=0.087）。 

 

Ｄ．考察 

本研究によってOPLLとOLFの骨化巣の実

態が明らかとなった。OPLL は頚椎に多く、

OLF は上位胸椎と下位胸椎に多かった。ま

た 9.6％で同じレベルに OPLL と OLF が起こ

ることがあったため、このような症例には

神経症状の推移に注意を要すると思われた。

以上より、頚椎 OPLL では全脊椎の骨化巣の

評価をすることが望ましいと考えられた。

一方、OLF のあり群となし群で OPLL の骨化

巣の特徴に有意差はなく、これらの成因に

ついてはさらなる検討が必要であると考え

られた。 

 

Ｅ．結論 

頚椎 OPLL では 64.6％でいずれかの脊椎

レベルに OLF を合併しているため、CT を用

いて全脊椎の骨化巣の評価をすることが望

ましい。 
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